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1
大教室講義において学生の集中力を向
上させる工夫

2 問答形式による少人数演習

3 授業評価に基づく調整 2004年10月～現在
　学期末の授業評価における学生からの要望をふまえ
て、講義の内容や進度を調整している。

法律学科 教授 藤田　貴宏
大学院の授業担当

有

　教育活動

教育実践上の主な業績 年月日 概要

1　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

2004年4月～現在

　限られた時間内で内容的に過不足のない講義を行うた
めに、過剰な情報を盛り込みがちなレジュメ等の配布は
せず、具体例中心の板書と、要点を意識的に反復する解
説とを通じて、講義の緊張感や学生の参加意識を持続さ
せるよう努めている。

2004年4月～現在
　学生の自発性を尊重しつつも、個々の学生に繰り返し
問いかけ答えさせることで、基礎的事項から応用に至る
思考の筋道を実感できるように工夫している。

2　作成した教科書、教材、参考書

3　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

4　その他教育活動上特記すべき事項

　学会等および社会における主な活動（学外の委員、役職等）

年月日 活動内容

2003年4月～現在 日本私法学会員

　その他
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